
 

 

 

 

 

香川県指定無形民俗文化財「北条念仏踊」は、平成６年の奉納を最後に、活動を中断して

いましたが、保存会会長より、この度令和７年４月６日(日)の奉納に向け活動を再開すると

情報提供がありましたのでお知らせします。なお、香川県教育委員会と坂出市では、北条念

仏踊の歴史講座の開催や過去の奉納映像を探索し保存会への提供、衣装の新調に係る経費

の補助など、復活に向けた支援を行ってきました。 

 

１．活動概要 

・奉納日 

４月６日(日) 厳島神社 1200年式年祭にて奉納 

厳島神社 香川県坂出市大屋冨町２３１３ 

※時間等詳細については別途資料提供します。 

・活動日 

２月１日(土)18:00～20:00 

場所 大屋冨公民館（香川県坂出市大屋冨町２０５３ 以下第５回まで同所）   

第１回練習 水野一
みずのかず

典
のり

氏（香川民俗学会会長）講座、映像鑑賞、踊り役決め 

２月 15日(土)18:00～20:00 第２回練習 

３月１日(土)18:00～20:00  第３回練習 

３月 15日(土)18:00～20:00 第４回練習 

３月 29日(土)18:00～20:00 第５回練習 

４月５日(土)18:00～20:00   

第６回練習 大屋冨町厳島神社（香川県坂出市大屋冨町２３１３）にてリハーサル 

 

２．北条念仏踊の概要 

 北条念仏踊は、坂出市東部に伝えられる念仏踊

で、滝宮に奉納されていた念仏踊のうち、阿野郡北

の踊り組に該当します。その由来は、仁和４年（888）

の菅原道真による雨乞成就を喜んだ踊り、また道真

の菩提を弔うための供養の踊りとされ、近世期には

阿野郡南、鵜足郡、那珂郡の踊り組と三年一巡の奉

納を行っていました。大正 11 年には摂政宮、昭和

60 年には常陸宮の台覧を受けるなど、活発に活動を

行っていましたが、前会長の死没もあり、平成６年の奉納を最後に、活動を中断していまし

た。令和５年より復活の機運が高まり、大屋冨町の厳島神社厳島神社 1200年式年祭での奉

納に向けて、活動を再開することとしました。 

 

３．公開について 

 上記スケジュールで練習風景を公開します。取材の際は、次ページの事項に留意ください。 

香川県指定無形民俗文化財「北条
ほうじょう
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」の活動を再開します。 

昭和期の北条念仏踊 

令 和 ７ 年 １ 月 2 2 日 （ 水 ） 
香 川 県 教 育 委 員 会 事 務 局 
生 涯 学 習 ・ 文 化 財 課 
担当 文化財 G 佐々木（内線 5346） 

電 話 0 8 7 - 8 3 2 - 3 3 1 4 



参考：大屋冨公民館・駐車スペース位置図  

大屋冨公民館周辺は駐車スペースが限られているため、なるべく各社一台で来ていただき

ますようお願いしますとともに、以下の駐車スペースをご利用ください。 

①須賀公民館（バス停「須賀」前、大屋冨公民館より 350メートル程南） 

②須賀墓地前（須賀公民館より 30メートルほど南） 

③須賀自治会倉庫前（須賀公民館より 30メートルほど南） 

 

 

駐車スペース・上記図赤枠部拡大図 

 

さぬき浜街道 

至高松 

 

大屋冨公民館 

国土地理院地図 GSI Maps web に加筆 

駐車スペース（下図参考） 

駐車スペース①須賀公民館前 

駐車スペース②須賀墓地前 

駐車スペース③須賀自治会倉庫前 

国土地理院地図 GSI Maps web に加筆 


